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一
月
九
日
に
三
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し

て
、
二
週
間
あ
ま
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

始
業
式
で
は
、
お
正
月
早
々
相
次
ぐ
災

害
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
が
、
被
災
地
で

は
天
候
不
良
等
で
活
動
休
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
な
か
な
か
復
旧
作
業
に
ま
で
た

ど
り
着
け
な
い
状
況
で
す
。
生
徒
会
本
部

の
提
案
で
、
明
日
（
二
十
四
日
）
か
ら
三

日
間
、
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
是
非
生
徒
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
私
た
ち
は
な
か
な
か
現
地

で
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
せ
め
て
募
金
で
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。 

先
日
、
火
災
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
な
避
難
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
湯
河
原
町
消
防
本
部
の

方
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う

に
、
「
中
学
生
が
い
ざ
と
い

う
時
に
町
の
大
き
な
力
と

な
る
」
と
い
う
自
覚
を
再
認

識
し
て
、
日
々
を
過
ご
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

校
内
書
道
展
、
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
作

品
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
力
強

い
素
敵
な
作
品
で
す
。 

さ
て
、
令
和
五
年
度
も
残
り
二
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
。
一
年
生
は
先
輩
に
な
る
準

備
、
二
年
生
は
最
終
学
年
＝
真
鶴
中
学
校

の
「
顔
」
と
な
る
覚
悟
を
し
、
そ
し
て
三

年
生
、
真
鶴
中
学
校
を
巣
立
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
に
向
け
て
の
地
固
め
を
し
っ

か
り
と
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
ま
だ
、
面

倒
に
思
う
こ
と
・
辛
い
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
自
分
と
の
戦
い
で
す
。
あ
き
ら
め

ず
に
前
進
し
て
く
だ
さ
い
。 

今
年
の
干
支
、『
辰
』
は
、
何
か
良
く

な
い
こ
と
を
『
た
つ
（
絶
つ
・
断
つ
）』

と
か
、『
竜
（
龍
）』
の
ご
と
く
天
ま
で
駆

け
上
る
よ
う
な
『
力
強
い
成
長
』
な
ど
と

言
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
感
染
症
対
策
と
し
て
、
マ

ス
ク
の
着
用
を
し
た
方
が
安

全
で
す
。
引
き
続
き
、『
マ
ス
ク

の
下
の
笑
顔
』
を
忘
れ
ず
に
、

今
年
も
一
丸
と
な
っ
て
『
前
進

あ
る
の
み
！
』
、
頑
張
っ
て
進

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 一

月
九
日
の
三
学
期
始
業
式
で
は
、
生

徒
会
長
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
表
彰
へ
。
二
年
生
丸
山
心
音
さ

ん
が
、
ス
キ
ー
競
技
で
県
大
会
二
位
に
な

り
、
全
国
大
会
進
出
で
す
。
活
躍
が
楽
し

み
で
す
ね
。 

こ
こ
で
生
徒
会
長
の
言
葉
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

い
よ
い
よ
冬
休
み
が
明
け
、
三
学
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

三
学
期
は
一
学
期
や
二
学
期
に
比
べ

て
大
き
な
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
卒
業

式
や
修
了
式
、
定
期
テ
ス
ト
、
三
年
生
は

高
校
受
験
な
ど
と
て
も
大
切
な
時
期
で

す
。 ま

た
、
三
学
期
は
今
年
度
の
ま
と
め
の

時
期
に
な
る
の
で
、
良
い
形
で
締
め
、
来

年
度
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

二
年
一
組 

宮
川
武
瑠 

一
月
十
七
日(
水)

に
火
災
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
避
難
後
に
水
消
火
器
を

使

っ

た

訓

練

を

ク

ラ

ス

二

名

の

代

表

生

徒

が

行

い

ま

し
た
。
体
験

し

た

生

徒

の

感

想

を

紹

介

し

ま

す
。 こ

の
日
僕
は
琥
雅
と
ク
ラ
ス
の
代
表

で
水
消
火
器
を
使
い
ま
し
た
。
僕
は
消

火
器
を
実
際
に
使
っ
て
み
て
、
思
っ
た

以
上
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
て
、
火

の
的
を
倒
す
の
に
か
な
り
苦
戦
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
軽
々
と
こ
な
す
消
防
士
さ

ん
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
消
防
士

さ
ん
は
火
事
の
時
、
た
だ
で
さ
え
熱
い

火
の
中
に
入
っ
て
い
く
の
は
尊
敬
で
き

ま
す
。 

も
し
も
火
事
が
起
こ
っ
た
ら
こ
の
日

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
鎮
火
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。 一

年
一
組 

青
木
来
侍 

 

今
回
の
訓
練
で
は
「
お
は
し
も
」
を

守
り
、避
難
す
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し

た
。本
当
に
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
、落

ち
着
い
て
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
の

で
、今
回
訓
練
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。 

一
年
一
組 

青
木
琥
雅 
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能登半島地震支援の募金活動 

生徒会本部の話し合いから始まり、生徒委員会で

提案をして 24日(水)～26日(金)まで募金活動を行

うことが決まりました。生徒からの声で始まることは、と

ても素晴らしいことだと思います。ぜひ皆さん協力して

ください。 

 

関連して、私(教頭)は、21 日(土)と 22 日(日)に

震度７を観測した石川県志賀町でボランティア活動

に行ってきました。(一般ボランティアではなく、関係諸

機関と連携をしているボランティアチームとして) 

作業内容は崩れた屋根の修繕や雨漏りの対策で

した。久しぶりの屋根の上は、雨も降り滑りやすく大変

でした。 

報道されているとおり道路のひび割れや段差はと

ても酷く、車で走るのも大変な場所も多くありました。

そして、一番困ったことは、やはり水道が使えないこと

です。トイレや手洗いなどでとても不便さを感じまし

た。 

三週間以上経ちましたが、町並みは、災害発生当

時とあまり変わっていないのが現状です。一日でも早

く復旧して欲しいと思います。 

令和 5年度 青少年健全育成講演会 

「インターネット利用における子どもの犯罪被害等の防止」 

日時 2月 7日(水)18:30～20:00 

場所 小田原合同庁舎 3階ＥＦ会議室 

講師 神奈川県警察本部サイバー犯罪捜査課情報セキュリティアドバイザー夘野智喜氏 

入場無料 先着 120名 

２月５日(月)までに、電話、ＦＡＸ、申し込みフォームでお申し込みください

 

先月もお知らせしましたが、令和６年２月 17日（土）に真鶴町教育委員会主催の第３回 

『教育を語り合う会』が開催されます。 

魅力ある一貫教育校の実現に向け、学校や教育について町民みんなで考える場になります。       

【テーマ】 

「どんな校舎だったらワクワクするかな？」           

「どんな施設があったら、学校に行きたくなるかな？」 
 
午前９時 30分から午前 11時 30分まで。 

町民センター３階 講堂で開催予定です。 

興味のある方(生徒も大歓迎)は、ぜひ参加してみてください。 

令和 5年度  
第 77回卒業式について 

 
年度当初は３月８日（金）の予定していた卒

業式ですが、県立高校入学者選抜の日程が決

まり、３月 12日(火)になりました。 

なお、三年生保護者には、改めてお知らせを

配付予定です。よろしくお願いします。 

瓦の落ちた屋根 

天井が落ちた廊下 

亀裂の入った道路 


